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Active Board のトラブルシューティング（第 4報）（Draft） 

 

5月 2日に生じたトラブル・要望及びその対策事例についてご報告します。この事例を皆さ

んで共有することで、さらなる技術と技能の向上につなげたいと思います。 

 

全体的には、皆様の努力のかいあってトラブルの件数は減ってきたいるようです。気づい

た点は、 

 まだWindows updateが automaticallyになっている先生がおられます。Updateの設

定を「Check for update but let me choose whether the download and install them」

へ変更して下さい。（第３報参照） 

Automaticallyのままですと、Wi-Fiがつながる状態で、授業中ほっておくと自動的に

updateし、その間（最悪 10-15分）、指令を受け付けません。 

 １年生の先生方が、Active Inpireのフィリップチャートにスライドを作成されていま

した。Power Pointでアニメーション機能を使わないのであれば、この方法の方が無駄

な操作が無く、トラブルが少ないように思います。オリバー先生は、ドーシィ先生が

ご教授していただいた答えを隠す方法で、うまく授業を進めておられました。 

 

[トラブル・要望と対策事例] 

１．Power Pointのスライドショーを終了するたびに、Projectが「extend」になってしま

う。「Duplicate」のままにできないか？ 

 Power Point 2013からスライドショーが終了すると、Projectが「extend」に戻るよう

に Defolt で設定されています。以下の手順で、Project を「Duplicate」に固定するこ

とができます。 

 

① Disk Top画面を表示する。 

② Disk Top 画面内の何もないところにカーソルを持って行って、右クリックする。

出てきたメニューから「Screen Resolution」を選択する。 



 

③ Screen Resolution Windowの「Mutiple displays」の drop dwon Menuから 

 

「Duplicate these displays」を選択し、「Apply」をクリックする。 



 

④ 「keep changes」を１５秒以内にクリックする（１５秒経過すると、元の状態に戻

ってしまうので）。Pop up menuが消えたら、「OK」を押して終了する。 

 

 

２．Power Pointのスライドショーで、URLのリンクをクリックし、閲覧ソフトに行った

後、Power Pointのスライドと閲覧ソフトとの画面の入れ替えが非常にやりずらい。何

とかならないか？ 

 

 スライドショーを「出席者として閲覧する（ウィンド表示）」に設定（図１）すること



で、スライドショー中に下にツールバーが表示（図２）され、閲覧ソフトと PPのスライ

ドショーの画像の入れ替えが容易になる。 

① PPの「スライドショー」のツールバーから「スライドショーの設定」をクリック。 

 

 

② 出てきた「スライドショーの設定」Window の、「種類」から「出席者として閲覧する

（ウィンド表示）」を選択し、「OK」を押す。 

 

 



 

図２．「出席者として閲覧する（ウィンド表示）」に設定した際のスライドショー画面 

 

(ア) リンクをクリックして、閲覧ソフトへ。 

(イ) 閲覧ソフトから、ツールバーの Power Pointのアイコンをクリックすれば、スラ

イドショーへ戻る。 

(ウ) スライドショーへのメモ書きは、Active Inspireを起動させて、 (デスクトッ

プコメント)のアイコンを押せば、可能と思う（実際にActive Boardで 5/9要確認） 

 

３．当日は、「WJLS2」へ非常にWi-Fiがつながりにくい状態でした。Seanに確かめたが

特に規制はしていないとのこと。保護者が多く、アクセスが集中したのではとの推測

もある。要対策？ 

 

４．ホルブルック先生（467号室）の画像は映る。USBケーブルは差してあったが、ペン

認識されておらず（orange personが現れない）依然朝ペンが使えない状態であった。 

Seanとも検討したが原因は不明。WGAケーブル、USBケーブルを PCから一旦は

ずし、Active Inspireを再起動。Active Boardを再起動後、両ケーブルを PCに繋いだ

ところ、正常に作動した。 

 

以 上 


